
■

こ
の
逸
話
は
、
小
池
家
で
魚

心
の
心
意
気
を
し
の
ぶ
も
の
と

し
て
語
り
継
が
れ
、
私
も
何
度

も
聞
き
ま
し
た
。
魚
心
の
没
後
、

従
兄
の

一
正
が
こ
の
幻
の
壁
画

の
修
復
を
思
い
立
ち
、
１
９
９

６
年
、
復
元
に
成
功
。
天
馬
の
周

り
を
６
人
の
女
人
が
舞
う
躍
動

的
で
色
鮮
や
か
な
作
品
が
見
事

に
復
活
し
ま
し
た
。

印
度
カ
リ
ー
や
肉
団
子
な
ど

懐
か
し
い
洋
食
を
作
り
続
け
て

い
る

「芭
蕉
」
の
名
物
と
し
て
、

い
ま
も
県
内
外
か
ら
来
店
す
る

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。

魚
心
の
人
と
な
り
は
、
作
家

の
浅

田
晃
彦
が

「安

吾
　
潤

魚
心
」
（奈
良
書
店
）
で
詳
し
く

書
い
て
い
ま
す
。
坂
口
安
吾
は
、

親
友
の
作
家

。
南
川
潤
を
頼

っ

て
戦
後
の

一
時
期
、
桐
生
で
暮

ら
し
て
お
り
、
父
が
南
川
と
親

し
か

つ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
私
も

幼
い
こ
ろ
抱
い
て
も
ら

つ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

桐
生
は
、
東
京
か
ら
日
帰
り

で
行
け
る
懐
か
し
い
街
で
す
。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

桐
生
を
訪
れ
、
ゆ

っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

「翼目調薫 首蕉」
饉所 :群馬県桐生市本田5-345

Tこと:0277-22-3237

言挙疇響 :11時 ～20時 (ランチは140寺まで)

定
`ホ

ロ:火曜、第2または第3水曜

●宝徳寺
報徳年間 (η 450年頃)倉」建の古栄」。境内の「石庭・枯出水庭園」や、本堂の
「′3、すまえ獅子悠遊ノ図」は見応えあり。アート征0朱印も有名。
電戸〔:群馬県桐生市川内日]5」 608 輝額疇騨19時～¬6時

●群 馬 県立 ぐたす 星 虫の森

敷地面積約45ha、 昆虫観察館には常

時数百頭の蝶が。茅葺民家では音の

遊びや里出体験ができる
生所:群馬県桐生市新里町鶴ヶ谷460-1

TEL:0277-74-6441

甲園疇 F.・l:4～ 10月 9時 30分～17時 /11～
3月 9時30分～16時 30分

鉢園口:月 曜 (祝日の場合は翌日)

●相 生が日動物園
キリン、フクロウ、プウなどさまざ
まな動物を飼膏。入園無料

建所:群馬県桐生市宮本田]3-8-13
TEL10277-22-4442

営業疇Fa■ :9時～可6時30分

●襴 害が日遊園地
観覧車、メリーゴーランド、ミニ

レールがある遊園地。入園無料

饉所:群馬県桐生市宮本B14-¬ -1

TEL:0277-22-7580
営業疇響:9時30分～¬6時00分

義
ニ
ボ
一

す″
一〓

・鉾
・

諄名|ト ロスタッフ   整 後
邦訳されている欧米ノンフィクシ∃ン作

品の最高傑作のひとつだ。アメリカが初め

て宇宙を目指したマーキュリー計画で、初

代の宇宙飛行士に選ばれた戦闘機パイロッ

トたちのIID語である。

単純なヒー□―ものではない。宇宙飛行

一番乗りを目指す男たちは優秀なだけでな

く、時には傲慢さやSSさ もさらけ出し、功

名心の塊にもなる。「ライ ト・スタッフ」

とは、最優秀の戦闘機乗りだけが持つ「正

しい資質」のこと。そんな超ェリー トたち

の、なんとも人間くさい侵l面を描き切つて

いるのが本書の魅力だ。  (佐 藤次郎)

七人の宇宙飛行士

ザ・ライト・スタッフ

トム・ウルフ著

(中公文庫)

鑑ン マ こ″

ニューシネマパラダイス

子どもの頃、校庭などで催され

た野外映画会を見たことがある

人、長じても足しげく映画館通い

をした映画を愛する人たち。この

映画はそんな人たちからの映画ヘ

の最大限のオマージュである。

もしまだ見ていないのであれば、

ぜひ見られよ / きっと、懐かし

いあのシーン、このシーンが蘇る

こと請け含い。サウン ドトラック

もいいんだなぁ / (丼□征男)

1989年イタリア
監督 :ジ ュゼッベ・ ト
ルナトーレ
主演 :フ ィル プ・ノ
ワレ、サルヴ フ トー
レ・カシオ

3



fe」AZZ
ジ
ヤ
ズ
を
聴
く
と
心
も
ウ
キ
ウ
キ

一二
十
ヽ
ｔ
ギ
」
―
・
ソ
‐‐‥
す
イ
ス
・
ツ
ー
・

刀
ム
■
ハ
ー
ム
・
ツ
ー
　
ヘ
レ
ン
・
メ
リ
ル

の
ハ
ス
キ
ー
ニ
、ハ
イ
ス
に
続
い
て
、
ク
句

フ
材
―
ド
・プ
ラ
ウ
ン
の
ト
ラ
ン
ベ

ン
ト
が

鳴
り
響
く
。
〈フ
日
の
規
会
は
名
盤
一
ヘ
レ
ン
・

メ
リ
■
・
ウ
ィ
ズ

・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド

ふ
ン
ラ

ウ

ン
」
か
ら

は

じ

ま

っ
一に
。
ジ

ャ
ズ
の

変
遷
を
辿
り
つ
つ
、

ス
タ
「ン
ダ
，ヽＬ
，由
を

ミ
ュ
ー
ジ
シ
マ
ン
別

に
聴
き
比
べ
も
す

る
。

月
に

一
度

の

『
大
笑

い
テ
ー
』

落
語
は
も
ち
ろ
ん
、
講
談
、
浪
由
か
ら

漫
オ
、

コ
ン
ト
、
太
神
楽
や
奇
術
、
声
色

な
ど
の
色
物
ま
で
、
古
典
芸
能
な
ら
何
で

も
幅
広
＜
楽
し
む
の
が

「落
研
」
。
月
に

一
度
、
寄
席
や
落
語
会
こ
〓
か
け
て
、
伸

間
と
と
も
に
大
笑
い
の
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
東
京

・
横
浜
の

お
も
な
定
席
に
は

す
べ
て
足
を
運
び

ま
し
た
。
寄
澪
な

ら
で
は
の
珍
し
い

芸
に
も
出
会
え
ま

す
。

手
軽
に
気
軽
に
レ
ツ
ツ

・
プ
レ
イ

ゴ
ル
フ
を
〓
）軽
こ
気
軽
に
。
ゴ
ル
フ
好

き
の
た
め
の
サ
ー
ク
ん
で
す
。
麻
生
区
が

ら
筆
で
１
時
間
く
ら
い
て
行
け
る
複
数
の

シ
〓
　
ト
コ

‐
ス
で
、
基
一不
月

一
回
程
度

活
動
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
ゴ
ル
フ
を

や

っ
て
い
こ
け

ど
何
と
な
く
３

は
お
体

み
の
万

な

ど
、
お

気

軽

Ｅ
ご
参
競
く
だ

さ
い
。

ヽ
・．　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

絆
、

あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
出

か
け
ま
す

神
雷
＝

‘
眠
田
■
に
架
な
る
橋
を
下
な

ら
眺
め
、
構
を
行
き
な
う
人
に
手
を
娠
っ

た
日
本
構

，
ん
―
ズ
が
発
端
、
い
ら
い

「
い
つ
も
と
違
う
角
度
か
ら
も
の
や
景
色

を
跳
め
る
」
を
含
言
葉
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
。
で
も
、
見
学
後
の
反
雀
会
が

一
番
盛

り
あ
が
る
変
わ
っ

た
分
科
会
。
Ｊ
Ａ

Ｌ
の
整
備
工
場
は

一行
っ
た
か
ら
次
は

自

動

車

工
場
が

タ
ー
ゲ

ッ
ト
。
で

も
上
野

・
浅
車
の

下
田
ｔ
面
白
い
処

が
，

あ
な
た
の
特
技

。
経
験

。

知
恵

・
知
識
を

・

地
域
で
活
か
し
て

み
ま
せ
ん
か

第

＝

回
区
民
講
師

募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
さ
お
市
民
活
動
サ

ポ
ト
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
貢
献
を

一
緒
に
行
っ
て
い
た

だ
け
る
区
民
講
師
を
募
集
中
―

【区
民
講
師
募
集

応
募
説
明
会
】

日
時

・
１１
月
５
日
（火
）
博
～
‐９
時

場
所

・
麻
生
市
民
交
流
館

や
ま
ゆ
り

〈ム
議
室

申
込

・
「参
加
申
込
書
」
は

や
ま
ゆ
り
で
配
布

Ю
月
創
日

（本
）
ま
で

問

合

，
Ｔ

Ｅ

Ｌ

９

５

１

一
６

３

２

１

Ｆ

Ａ

×

９

５

１

・
６

４

６

７

髪
な
が
き
夕
★
と
う
ま
れ
し
ろ
百
合
に

わか頼
は
僕
せ
つ
つ
君
を
こ
そ
こ
へ

島
川
登
美
子

明

治

の

「
明

星

」

風

の
代

表

的

な
恋

歌

。
ず

い
ぶ

ん
ポ

ー
ズ

た

っ

ぶ

り

の
歌

だ

が

、
当
時

の
青

年

子

女

を
感

動

さ

せ

た
。
作

者

は
白

百

合

の
君

と
言

わ

れ

、
与

謝

野
晶

子

と
併

称

さ

れ

た
オ

女

で
、
晶

子

と

鉄
幹

へ
の
恋

を
争

っ
た

こ
と

は
、

佐
藤

春

夫

の

「
晶

子

曼
荼

羅

」

に

も
書

か

れ

て

い
る
。

こ

の

「
君
」

も

お

そ
ら

く
鉄
幹

で
あ

ろ
う

。

「
句

歌
歳

時

記

（
夏

）
」

山
本

健
吉

編
著

よ

り

崎
集
機
ね
　
　
　
　
　
　
　
一

ご
覧

の
よ
う
に

「
あ

ｏ
そ
う
か
　
一

い
通
信
」
は
刷
新
さ
れ
ま
し
た
。
　

一

創
刊
以
来
二
年
目
に
し
て
の
、
工
　
一

し
く
革
新
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
　
一

編
集

に
強
力
な
助

っ
人
が
加
わ

っ
　
一

た
か
ら
実
現
し
た
こ
と
に
他
な
り
　
一

ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

今
後
ま
す
ま
す
紙
面
は
充
実
し
　

，

て
い
く
と
確
信
が
持

て
ま
す
。
　

　

一

し
か
し
そ
の
為
に
は
、
会
員
諸
　
一

氏
も

い
つ
そ
う
良
き
読
者
、
良
き
　

，

協
力
者
に
な

っ
て
い
た
だ
か
な
く
　
一

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
、

み
ん
な
で

こ
の
通
信

を
盛

り
立

て
て

い
た
だ
け
ま
す
よ

つヽ
に
。

定例会 :毎月第3水曜年後

0ば―さん会0大人の社会見学

代表 :中島泰志
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△トリッう再美衛饉‐・

高尾山トリックアート美術館
高尾出の麓に建つ不思議の迷宮、 トリックフー ト美術館。

¬996年4月 にオープン。京王線高尾出□駅から徒歩¬分。

住所 :東京都八王子市高尾田]1786

:拳込1運営委員まで希望枚数を連絡してくださしヽ

(先着10名 まで )

幸
締
の
う
た

お
知
ら
せ


